
資料４

戦略重点科学技術 俯瞰図（案）



ゲノムＲＮＡﾌｪﾉｰﾑ タンパク質メタボローム

免疫・アレルギー

脳科学

発生・再生

生命機能単位をシステムとして再構築し理解する研究

糖鎖

生体の高次調節機構のシステムを理解する研究

ターゲットタンパク研究プログラム* 【５５億円 （新規）】【文】

機能性RNAプロジェクト
【経】 （***に同じ）

糖鎖機能活用技術開発
【経】 （**に同じ）

要素研究成果のヴァーチャルな統合システム

ゲノム機能解析等の推進【２３億円 （15億円）】 【文】

目標
生命プログラムの再現による生命機能の統合的理解

発生・再生科学総合研究事業 （再掲） 【文】

基盤技術の開発

戦略重点科学技術：生命プログラム再現科学技術 【１６８億円 （１１７億円）】

植物科学

：戦略重点科学技術該当施策

生命プログラム再現のための要素研究

植物科学研究事業 （再掲） 【文】

細胞・生体機能シミュレーション 【５億円 （７億円）】 【文】

凡例

【文】：文部科学
省 【経】：経済

産業省

解析 検出・測定制御生産 インフォマティックス

機能性ＲＮＡプロジェクト*** 【３億円 （３億円）】 【経】

ゲノム創薬加速化支援バイオ基盤技術開発（再掲） 【経】 （※に同じ）

ターゲットタンパク研究プログラム 【文】 （*に同じ） 糖鎖機能活用技術開発** 【10億円 （９億円）】 【経】

ゲノム科学総合研究事業 【２１億円 （23億円）】【文】
RNA新機能研究

【３億円（３億円）】【文】

脳科学総合研究事業 【３２億円 （29億円）】 【文】

免疫・アレルギー科学総合研究事業 【１４億円 （14億円）】 【文】

システム糖鎖
生物学研究
【１億円（新規）】

【文】

ゲノム創薬加速化支
援

バイオ基盤技術開発
(※) （再掲） 【経】

１



戦略重点科学技術：国際競争力を向上させる安全な食料の生産・供給科学技術 【予算総額：１６６億円（１６２億円）】
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成果の受け渡し

目標

・効果的なリスクコミュニケーション手法の開発

・透明性・信頼性の高いリスク評価システムの
開発

・生産性向上とその持続的発展のための技
術開発

●
高
品
質
な
食
料
を
低
コ
ス
ト
・
省
力
的
に
安
定
し
て
生
産
・
供
給
す
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国民の食の安全・信頼を確保する技
術の強化●

食
品
供
給
行
程
（
フ
ー
ド

チ
ェ
ー
ン
）
全
般
に
お
け
る

リ
ス
ク
分
析
に
資
す
る
研
究

開
発

・ニーズに対応した高品質な食料・食品の技
術開発

・次世代の食料・食品を先導する革新的
技術の開発

ポストゲノム研究の科学的根拠に基づい
た、機能性食料・食品の研究開発

国際競争力向上のための、低コストで食
料を生産する技術の強化

・遺伝子組換え技術の適切な使用のための技
術開発

担い手の育成に資するIT等を活用した

新しい生産システムの開発
（農） ６億円（新規）

粗飼料多給による日本型家畜飼養技術
の開発

（農） 5億円（5億円）

シ
ー
ズ
と
な
る
研
究

成
果
の
受
け
渡
し

品
種
改
良
に
向
け
た
研
究

生
産
体
制
に
関
す
る
研
究

・農林水産物・食品の安全に資する技術開発

等

食品健康影響評価技術研究
（食） 4億円（2億円）

食の安心・安全確保推進研究
（厚） １５億円（14億円）

牛海綿状脳症(BSE)及び人獣共通感
染症の制圧のための技術開発

（農） 9億円（9億円）

等

アグリバイオ実用化・産業化研究
（農） ６億円（10億円）

低コストで質の良い加工•業務用農産
物の安定供給技術の開発

（農） 5億円（5億円）

等

植物科学研究事業
（文） ６億円（6億円）

アグリ・ゲノム研究の総合的な推進（食料生
産技術の革新に向けた研究推進）

（農） ２５億円（23億円）

施策名及び担当府省： （食）食品安全委員会、 （文）文部科学省、（厚）厚
生労働省、 （農）農林水産省

等
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戦略重点科学技術：生物機能活用による物質生産・環境改善科学技術 【４０億円（３０億円）】

有用生物機能解明および基盤技術開発 生物機能活用技術開発

○微生物の機能解明及び有用な
組換え体作出技術に関する研究

微生物機能を活用した環境調和型製造
基盤技術開発 （経） １４億円 （１６億円）＊

土壌微生物相の解明による土壌生物性の
解析技術の開発 （農） １億円 （１億円）

○医薬品、新素材、原料等の
有用物質生産技術開発

植物科学研究事業 （文）再掲
アグリ・ゲノム研究の総合的な推進 （新需要の創造
に向けた研究推進）（農）（ **に同じ）
植物機能を活用した高度ものづくり基盤技術 開発
（経） （ ***に同じ）

微生物機能を活用した環境調和型製造基盤技術開
発（経）（ *の内数）

○農作物の生産性・品質向上
技術の開発

アグリ・ゲノム研究の総合的な推進 （新需要の創造
に向けた研究推進） （農）（**に同じ）
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目標１

目標２

生
物
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活
用
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め
の
基
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・
基
盤

○植物の機能解明及び有用な
組換え体作出技術に関する研究

植物科学研究事業 （文） 再掲

アグリ・ゲノム研究の総合的な推進 「新需要の創造

に向けた研究推進」（農） ６億円（新規）＊＊

植物機能を活用した高度ものづくり基盤技術
開発 （経） １７億円 （１１億円）＊＊＊

戦略重点科学技術該当施策 施策名及び担当省： （文）文部科学省、 （農）農林水産省、 （経）経済産業省

○動物・昆虫の機能解明及び有用な
組換え体作出技術に関する研究

アグリ・ゲノム研究の総合的な推進 （新需要の創
造に向けた研究推進） （農）（＊＊に同じ）

○環境負荷低減型農業生産技術及び砂漠化
防止等の環境改善技術の開発

植物科学研究事業 （文）再掲

生物機能を活用した環境負荷低減技術の開発

（農） ２億円 （２億円）

○土壌浄化技術、産業排水等
処理技術の開発

微生物機能を活用した環境調和型製造基盤
技術開発 （経） （ *の内数）
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臨床への橋渡し強化

体制整備

臨床研究、治験等の推進基礎研究成果等
目
標: 

国
民
へ
の
画
期
的
治
療
薬
・医
療
機
器
・医
療
技
術
の
迅
速
な
提
供

戦略重点科学技術：臨床研究・臨床への橋渡し研究 【予算総額 ２４４億円 （１９７億円）】

基
礎
研
究
に
基
づ
く
研
究
開
発
候
補

創薬プロセスの効率化・高度化

施策名及び担当省： （文）文部科学省、 （厚）厚生労働省、 （経）経済産業省

治験推進研究 （厚）
１３億円 （１２億円）

臨床試験推進研究 （厚）
６億円 （２億円）

循環器疾患等生活習慣病
対策総合研究 （厚）
２８億円 （２４億円）

分子イメージング研究
プログラム （文） （ *に同じ）

等

戦略重点科学技術該当施策

ゲノム創薬加速化支援バイオ基盤
技術開発 （経） ３３億円 （２４億円）

分子イメージング研究プログラム
（文） １４億円（１０億円）＊ 等

支援機能の拠点化

先端技術の融合促進

基礎研究から臨床研究への橋渡し
促進技術開発 （経） １９億円 （新規）

橋渡し研究支援拠点形成プログラム
（文） １５億円 （新規）

臨床研究基盤整備推進研究 （厚）１２億円 （１１億円） 等

臨床研究基盤の強化
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